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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・本日中に月報を作成すること。
・本日、地震を想定した避難訓練を実施予定。
・12/8実地指導がある為、書類確認を進めること。

・通所利用率向上の為、バス運行の企画書、リーフレット配布の計画書、主治医向けの通所概要説明用紙を作成していく。
＜利用者情報＞
・工藤　豪峰　様～青明舎を利用している方で、本日青陽館の風呂場の見学を行っている。今後の入浴に利用したいとの希望があり、来週可能であれば利用してみたいと話している。
・高橋　洋子　様～本人より電話連絡あり、朝食後より頭痛、眩暈が生じたとのことで、少し遅れて来所している。来所時のバイタルに異常はなく、上記症状を訴えており、プログラムに参加せず横臥していることが目立っている。身体状況や不調の有無を確認しながら、継続して利用できるように関わっていく。
・倉石　ヨシエ様～月曜から便秘気味であったが、昨日も排便が確認されている。本日も日中トイレに行く姿が見られており、腹痛や腹部不快感などの訴えは聞かれていない。
・八木橋　牧雄様～来所時は体温36.9℃であったが、その後、体温37.8℃まで上昇している。不調の有無を確認すると、寒気、倦怠感、鼻汁、咳嗽があるとのこと。早めに就床し、明日も発熱が続くようであればうみねこ幸房も休んで休養するように促している。
＜外来情報＞
・坂本　健治　様～薬剤調整目的で、リントン（12）→リントン（9）へと減薬となっている。減薬により幻聴が悪化する事が予測される為、言動に注意していくこと。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　成田　早希　様　）

実施日：H26年12月4日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：會津・小林・油津

検討内容　目標の見直し
	氏名
	成田　早希　様
	性別
	女
	年齢
	22
	生年月日
	H4.10.15

	主病名
	非定型精神障害・適応障害
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	薬物療法･精神療法を継続して行い、症状の安定化を図る。

	本人希望
	福祉の仕事に戻りたい（就労したい）。できれば一人暮らしをしたい。

折り紙や編み物などの作業を行いたい。

	家族希望
	本人の無理のないように、ゆっくり仕事を進めて欲しい。

	入院歴
	計　1　回（最終：H26.7.2～H26.10.15）

	通所歴
	1回目

· 今回：H26.10.27～現在（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	· 住居：自宅（自宅は2階建ての一軒家。

1階部分で父が生活をしており、2階で母、本人、妹が生活をしていた。）


	家族構成








	利用制度
	＊自立支援医療費制度　受給中(上限額:5000円)


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活に慣れる。
	①ストレス対処法を身に付ける。
	①困ったこと悩んでいることがある時には自分から相談し対処できるようになる。
	①母親との関係で困っていること悩んでいることある時には自分から相談する。スタッフは本人の思いやストレスを傾聴し、解決策を見出せるように助言する。本人からの相談がない場合はスタッフが生活状況や睡眠時間を確認する。

	
	②日中の活動性を向上させるため生活の中で楽しみを見つける。
	②プログラムや作業を通して生活の中での楽しみを見つけ、活動性を向上させる。
	②プログラムや作業を通して新たな活動を探し生活にメリハリをつける。

	
	③体力向上・減量のため運動を行う。
	③体重61kgを目指す。
	③運動プログラムに積極的に参加し身体を大きく動かす。バランスの良い食事を心掛け、間食は週2回以内におさめる。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①困ったこと悩んでいることがある時には自分から相談し対処できるようになる。
	・困ったことは自ら話すことはないが、スタッフが確認すると訴えはある。訴えの内容は、母親の声のイントネーションやきつい口調での発言が気になり反応してしまうとのこと。

・入院していた時と家に帰ってからの生活リズムが違うため「今の生活リズムに慣れるのが難しい」「疲れがでてきました」と話している。

・毎日22時半に就寝し7時に起床している。最近眠ることはできているが、体調が崩れると眠れないことがある。
	・母親のストレスが強い様子で、ストレス対処能力を身に付けるために①の目標を立案している。
・困ったことを自分から話すことは少ないが、スタッフから確認すると話すことが出来ている。担当スタッフとの関係性も良好である為、今後も目標計画を継続しつつ、関係性を更に構築していき、自分から相談しやすい環境を設定していく必要がある。

	②プログラムや作業を通して生活の中での楽しみを見つけ、活動性を向上させる。
	・自宅で何もしないよりもデイケアで何かを行うほうが充実していいとのことで、折り紙や編み物などの作業に興味があると話している。作業を行っていると「集中できていいです」と穏やかに話している。
・料理が好きと話しており、デイケアの調理教室に参加して取り組むことが出来ている。好きではあるが、今はメニューを考えるのが難しいと話している。
	・生活のメリハリをつける目的で目標②を立案している。
・退院してから1ヶ月半ほど経過しているが、本人の訴えからは、ストレスの対処が上手くできておらず、自宅での生活に慣れていないことが考えられる。今後就労や一人暮らしを希望しているが、現段階では具体的に考えていない様子。デイケアでの活動を通じて、まずはメリハリのある生活を送れるようになってから、段階をもって就労に繋げていく必要がある。
・目標計画は継続し、本人が興味のある活動を提供して楽しみながら活動性が向上できるように関わっていく。今後のさらなる活動性の向上の為には、楽しみとなる活動を提案し、デイケア利用日の増加を検討していく事も必要となる。

	③体重61kgを目指す。
	・体重66kgであり、身長（153cm）と比較して体重が多い状態である（BMI：36.8）。

・食事に関しては、たまに食べ過ぎることがあり、また週に2～3回間食する事があるとのこと。
	・本人から体重が気になるとの訴えがあり、減量を希望している為、目標③を検討している。
・現在の生活リズムに慣れるのが難しいことや、疲れがでてきているとの訴えが聞かれている。体重減量のためには運動の促しも必要となるが、疲労度などの身体状況に注意する必要がある。その為、適切な運動を促していく為にも、身体機能の評価が必要となる。
・食事について間食する事があるとの事だが、詳細は不明。当院入院の目的が抑うつ、拒食症状の消退であり、食事に関する内容を確認する際には、本人の状況に十分注意する必要がある。今後も目標計画は継続し、運動、食事に関する状況を確認しながら、本人に適した方法で体重減量を図っていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活に慣れる。
	①ストレス対処法を身に付ける。
	①困ったこと悩んでいることがある時には自分から相談し対処できるようになる。
	①母親との関係で困っていること悩んでいることある時には自分から相談する。スタッフは本人の思いやストレスを傾聴し、解決策を見出せるように助言する。本人からの相談がない場合はスタッフが生活状況や睡眠時間を確認する。

	
	②日中の活動性を向上させるため生活の中で楽しみを見つける。
	②プログラムや作業を通して生活の中での楽しみを見つけ、活動性を向上させる。
	②プログラムや作業を通して新たな活動を探し生活にメリハリをつける。

	
	③体力向上・減量のため運動を行う。
	③体重61kgを目指す。
	③運動プログラムに積極的に参加し身体を大きく動かす。バランスの良い食事を心掛け、間食は週2回以内におさめる。


